けい皮酸誘導体の光化学に関する分光学的及び理論的研究 by Miyazaki, Yasunori
学位論文要旨 








































図 2 (a)と(b)にジェット冷却した pMMCと水錯体の電子スペクトル及び測定した S1寿
命をそれぞれ示す。pMMC の水錯体化による電子遷移エネルギーのシフトは比較的小さく
(ΔE =-222 cm-1)、水分子は S1(*)状態に影響を与えない部位に束縛されていると予想され
る。事実、IR-UV 二重共鳴分光法からカルボニル基に水素結合が形成されることを明らか





図 2 (c)に RB-pMMC の電子スペクトルを示す。RB-pMMC と pMMC は電子共役が
ほぼ変わらない分子骨格をしており、電子遷移エネルギーはほとんどシフトしていない。





















ルを載せる。pHMC は二重結合とカルボニル基の向きが同じときの s-cis コンフォマー、









図 4(a)に pHMCのマトリックス試料に 300 nmの紫外光を照射した後に得られた赤外
スペクトルと照射前の赤外スペクトルの差を載せる。ベースラインより上に現れるバンド
は光生成物の存在を示しており、下に現れるバンドは反応物の減少を表している。出発点
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図 2: pMMCと誘導体の電子スペクトルと S1寿命 
 
図 3: (a) pHMC の実験赤外スペク
トル、(b) – (c) それぞれのコンフォ
マーで得られる計算スペクトル 
図 4: (a) pHMC の実験赤外差スペ
クトル、(b) 光異性化生成物を示す
計算スペクトル、(c) 光異性化のな
い生成物の計算スペクトル 
